
シェール革命にわく米国の中でも特に話題になっているのが、北米最大の石油鉱脈
があるノースダコタ州です。米エネルギー省によると、同州の産油量は過去４年間で
約３倍以上に増加。今年７月には前年比２１.４%増の８２.１万バレル/日となり、過
去最高を更新したそうです。また、シェール関連事業による雇用創出効果は大きく、
同州における8月の失業率は全米で最も低い水準の３％となりました。

ノースダコタ州の中で最も有名な油田「バッケン」は１９５１年に発見され、その
土地の所有者だったバッケン氏の名前にちなんで命名されたと言われています。米地
質調査所が２０１３年に発表したレポートによると、バッケンの技術的可採埋蔵量は
推定７４億バレルで、今後米国の産油量をけん引することが期待されています。バッ
ケンで産出される原油などは、主に鉄道を使って運搬されていますが、今後はパイプ
ライン網を拡大する計画も立てられています。

今やノースダコタ州の名物はオイルとなり、「バッケン・シェール」と書かれたＴ
シャツや帽子が土産物屋で売られているとのこと。このように一部の地域にスポット
を当てるだけでも、シェール革命がさまざまな波及効果を生み出しているのがわかり
ます。
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北米の主な油田 1日当たりの原油産出量（単位：万バレル/日）

（出所）プレインズ・オール・アメリカ・パイプライン・コーポレートＬＰ （出所）米エネルギー省 2000年7月～2013年6月
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